インクルーシブな国語科授業に関する一考察―中学校国語科を中心に― by 永田 麻詠
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第 1学年 第 2学年 第 3学年
A?????????
B????
C????
（1）目的や場面に応じ、日
常生活にかかわること
などについて構成を工
夫して話す能力、話し
手の意図を考えながら
聞く能力、話題や方向
をとらえて話し合う能
力を身に付けさせると
ともに、話したり聞い
たりして考えをまとめ
ようとする態度を育て
る。
（2）目的や意図に応じ、日
常生活にかかわること
などについて、構成を
考えて的確に書く能力
を身に付けさせるとと
もに、進んで文章を書
いて考えをまとめよう
とする態度を育てる。
（3）目的や意図に応じ、様々
な本や文章などを読
み、内容や要旨を的確
にとらえる能力を身に
付けさせるとともに、
読書を通してものの見
方や考え方を広げよう
とする態度を育てる。
（1）目的や場面に応じ、社
会生活にかかわること
などについて立場や考
えの違いを踏まえて話
す能力、考えを比べな
がら聞く能力、相手の
立場を尊重して話し合
う能力を身に付けさせ
るとともに、話したり
聞いたりして考えを広
げようとする態度を育
てる。
（2）目的や意図に応じ社会
生活にかかわることな
どについて、構成を工
夫して分かりやすく書
く能力を身に付けさせ
るとともに、文章を書
いて考えを広げようと
する態度を育てる。
（3）目的や意図に応じ、文
章の内容や表現の仕方
に注意して読む能力、
広い範囲から情報を集
め効果的に活用する能
力を身に付けさせると
ともに、読書を生活に
役立てようとする態度
を育てる。
（1）目的や場面に応じ、社
会生活にかかわること
などについて相手や場
に応じて話す能力、表
現の工夫を評価して聞
く能力、課題の解決に
向けて話し合う能力を
身に付けさせるととも
に、話したり聞いたり
して考えを深めようと
する態度を育てる。
（2）目的や意図に応じ、社
会生活にかかわること
などについて、論理の
展開を工夫して書く能
力を身に付けさせると
ともに、文章を書いて
考えを深めようとする
態度を育てる。
（3）目的や意図に応じ、文
章の展開や表現の仕方
などを評価しながら読
む能力を身に付けさせ
るとともに、読書を通
して自己を向上させよ
うとする態度を育て
る。
（文部科学省 2008）
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それは、これらの要素が明確に書かれたり、目に見える形で示されたりするものではないから
である。たとえば発達障害のある生徒にとっては、相手の立場や意図などといった「目に見え
ないもの」を理解することについては不得手であることが多い。このように、求められる話す
力・聞く力、書く力、読む力は発達段階に沿ってより抽象度が増していく。
　「話すこと・聞くこと」と「書くこと」の領域に注目したい。この 2つの領域では、第 1学
年のみ「日常生活」と切り結ぶ力が求められ、第 2・ 3学年では「社会生活」と切り結ぶ力の
育成が目指されている。いっぽう、小学校では「日常生活」や「社会生活」の代わりに、「身
近なこと」や「経験したこと」、「想像したこと」「調べたこと」「考えたこと」「伝えたいこと」
を話したり聞いたり、書いたりする力の育成が掲げられている。小学校から中学校という発達
段階に沿って、児童の身近な生活から生徒の日常生活に、そして生徒の社会生活に「話すこと・
聞くこと」「書くこと」の足場がシフトしている。これは、特別な教育的配慮を必要とする生
徒にとってはやはり困難が予想される。「社会生活」は「日常生活」と切り離すことができな
いものの、自己との距離がより求められる「社会生活」が言語活動の足場として焦点化されれ
ば、発達障害のある生徒などにとっては、何を話したり聞いたり、書いたりすればよいのかが
不明瞭に感じられよう。彼らは自らが経験したことや、自分の生活に密接したことでなければ
思考が難しいという傾向があるからである。
　いっぽう「読むこと」の領域も見てみると、「読むこと」では読書をめぐって「生活」とい
う場が想定されたり、「ものの見方や考え方」を広げることや、自己の向上などが示されたり
している。これは「話すこと・聞くこと」「書くこと」とは異なり、生徒の生活や生徒自身といっ
た身近なことを思考の足場にでき、特別な教育的配慮を必要とする生徒にとっては学びに参加
しやすいと言える。そのうえで考察を一歩進めて、「読むこと」の指導事項を確認しておきたい。
小学校国語科では、「読むこと」の指導事項に「自分の考えの形成及び交流」があった。だが
中学校では、「自分の考えの形成」となっており「交流」部分が指導事項として削除されている。
「話すこと・聞くこと」では「話し合うこと」が、「書くこと」では「交流」が、小学校から引
き続き中学校においても指導事項として掲げられているが、「読むこと」だけが変更されてい
るのである。この理由について学習指導要領解説では明らかにされていないが、教育的配慮を
必要とする生徒にとっては学習に参加しづらくなることが予想される。ユニバーサルデザイン
の手法にもあったように、「共有化」は特別な教育的配慮を必要とする者にとっては有効な手
立てであり、話し合いや交流は「共有化」に直接結びつく学習活動であるからだ。この変更点
によって、特別な教育的配慮を必要とする生徒は「読むこと」への困難を深めると言えよう。
　以上、中学校学習指導要領解説国語編を手がかりに、簡単ではあるが今日の中学校国語科の
目標について確認してきた。中学校国語科の目標では生徒の「日常生活」から「社会生活」へ、
「論理」や「構成」などの抽象度の高い学びへと発達段階に応じた深化拡充が目指されている。
だが、そのことで特別な教育的配慮を必要とする生徒を包摂どころか、排除する結果になりか
ねない事態が予想される。この点を乗り越えるためには、中学校国語科において桂や山田のい
う「焦点化」「視覚化」「共有化」というユニバーサルデザインの手法が有効であると考える。
国語科授業の目標に対し「焦点化」された課題設定を行うこと、スモールステップで学ぶ手立
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てや「視覚化」の手立て、「共有化」できる話し合いや交流の場を授業で設ける。このことが
特別な教育的配慮を必要とする生徒のアクセシビリティの保障となり、特別な教育的配慮を必
要としない生徒へも学びを深化拡充する有効な手立てとなる。
　また山田が主張していたように、選択肢を保障することも大切である。小学校国語科の「生
活」という足場から、中学校国語科では「社会生活」という足場へとシフトするだけではなく、
中学校段階でも「（日常）生活」という学びの足場を残しておくこと、「社会生活」と「（日常）
生活」、両者の足場での学びを学習者がつねに自由に選択できることが重要である。このことは、
原田が述べる言語と非言語やパブリックとプライベートなどと、両側面から授業づくりを行う
ということにも通底する。加えてこのことは、特別な教育的配慮を必要としない生徒にも有効
である。発達段階にしたがって、学びの足場が次第に自身との距離を感じる「社会生活」ばか
りになってしまう子どもたちは、自身にとってもっとも身近なはずの自己について、その輪郭
が描けなくなる日々を送るようになる。こうした子どもたちは、自己評価の低さも指摘されて
いる（日本青少年研究所2009）。このような状態では当然、豊かなことばの力が身につくはず
はない。「社会生活」と「（日常）生活」の両方を学びの足場として保障することは、原田が主
張する包摂と再包摂につながると考える。
　永田（2011）では、国語科における「エンパワメントとしての読解力」育成について論じて
いるが、ここでいう「エンパワメントとしての読解力」とは、「テキストや他者とかかわるこ
とによって、自分で自分をどのように抑圧しているのか、またそこにどのような社会的背景が
あるのかを読む力」と定義している。この力は、インクルーシブな中学校国語科授業を目指す
本稿と重なりを見せよう。テキストや他者とのかかわりは「共有化」であり、自分すなわち「（日
常）生活」を「読む」ことを通して「社会生活」を「読む」ことは、すべての多様な学習者を
包摂し再包摂することにつながる。そして「エンパワメントとしての読解力」の育成を通して、
すべての多様な学習者の自尊感情を育むことを目指したい。このように国語科の学びの一側面
を考えるとき、中学校国語科授業はインクルーシブ教育として機能しはじめると期待する。
 5 ．おわりに
　以上、インクルーシブな中学校国語科授業の条件について考察を行ってきた。中学校国語科
授業がインクルーシブ教育となる条件として、以下の 3点を挙げて本稿の結論とする。
　・　「論理」や「構成」などの抽象度の高い学びは、ユニバーサルデザインなどの手法を活
用して、ことばの学びへのアクセシビリティを保障すること。
　・　「社会生活」と「（日常）生活」の両者を、ことばの学びの足場として保障すること。
　・　「エンパワメントとしての読解力」のように、すべての多様な学習者の自尊感情をこと
ばの学びとして育むこと。
　今後は明らかにした条件をふまえ、具体的な授業構想を提案することが課題である。また「エ
ンパワメントとしての読解力」をはじめ、インクルーシブな中学校国語科授業を実現するにあ
たり評価方法をどうするのか、詳細な検討を行うことも今後の課題として挙げておきたい。
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